
国
東
半
島
の
鬼
会
凧

　
　
　
　
―
形
態
に
よ
る
分
類
巾
－

　
　
　
　
は
じ
め
に

　
国
東
半
島
は
、
古
来
宇
佐
ハ
幡
宮
と
密
接
な
関
係
を
保
ち
つ
つ
、
俗
に
六
郷
満

山
と
称
し
、
天
台
宗
系
の
寺
院
を
中
心
に
発
連
し
た
仏
教
文
化
圏
で
あ
る
。
そ
れ

は
国
東
の
風
上
に
根
を
下
ろ
し
、
そ
こ
の
風
俗
・
習
慣
・
民
間
信
仰
と
習
合
し
つ

つ
、
特
異
な
宗
教
の
様
式
を
発
達
さ
せ
た
。
そ
れ
ら
の
解
明
に
た
い
し
て
諸
先
人

の
多
く
の
研
究
、
論
文
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
六
郷
満
山
仏
教
と
密
接
に
関
連
し
、
他
方
で
国
東
地
方
の
民
俗
芸
能
と
も
深
い

関
係
を
も
つ
「
仮
面
」
に
関
し
て
は
、
未
調
査
が
多
く
全
容
を
把
握
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
「
仮
面
」
は
、
半
島
の
各
市
町
村
誌
、
県
の
調
査
書
な
ど
に
記
載
さ
れ
、

判
明
し
て
い
る
も
の
だ
け
を
拾
っ
て
み
て
も
、
約
二
Ｉ
○
面
を
数
え
、
記
載
も
れ
、

未
調
査
の
も
の
を
含
め
る
と
一
五
〇
面
を
優
に
超
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
又
、
そ
の
種
類
も
鬼
会
面
、
神
楽
面
、
神
面
、
陳
道
面
、
菩
薩
面
、
能
面
な

ど
多
種
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　
国
東
半
島
各
地
に
存
在
し
て
い
る
各
種
「
仮
面
」
は
、
数
、
種
類
か
ら
み
て
、

豊
富
な
内
容
を
も
ち
、
こ
れ
ら
、
宗
教
行
事
を
含
め
、
製
作
か
ら
使
用
ま
で
の
行

衛
　
藤

賢
　
史

程
な
ど
を
調
査
で
き
る
と
す
れ
ば
、
六
郷
満
山
文
化
の
一
面
を
充
分
に
検
討
す
る

こ
と
に
な
る
。

　
本
稿
は
、
国
東
半
島
に
散
在
す
る
多
く
の
仮
面
の
う
ち
か
ら
、
現
在
、
西
満
山

の
天
念
寺
、
東
満
山
の
岩
戸
寺
、
成
仏
寺
な
ど
で
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
「
修
正

鬼
会
」
行
事
で
使
用
さ
れ
る
「
鬼
会
面
」
に
つ
い
て
、
形
態
分
類
を
中
心
に
考
察

を
す
す
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
】
」
　
鬼
会
行
事
と
鬼
会
面

　
本
題
に
は
い
る
前
に
、
こ
の
鬼
会
面
を
使
用
す
る
「
修
正
鬼
会
」
と
は
、
ど
ん

な
内
容
を
も
つ
行
事
か
を
知
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
概
要
か
ら
述
。
べ
、
鬼
会
商

に
つ
い
て
の
問
題
に
ふ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
修
正
鬼
会
と
は
、
通
称
〈
お
に
お
〉
と
か
く
お
に
よ
〉
と
よ
ぶ
。

　
も
と
も
と
国
東
半
島
の
六
郷
満
山
、
天
台
宗
系
の
寺
院
が
Ｉ
カ
寺
一
院
坊
で
と

り
行
な
う
行
事
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
新
年
初
頭
に
国
家
安
穏
、
厄
難
消
除
を

祈
念
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
要
の
こ
と
で
「
鬼
走
り
行
事
」
と
「
火
祭
行
事
」
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が
習
合
さ
れ
、
そ
れ
が
法
会
の
中
心
と
な
る
も
の
で
、
他
地
方
で
は
類
例
少
な
い

法
会
で
あ
っ
て
、
六
郷
満
山
独
特
の
行
事
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
こ
の
鬼
会
（
以
下
、
修
正
鬼
会
を
「
鬼
会
」
と
い
う
）
が
、
い
つ
頃
に
そ
の
起

源
を
も
つ
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
伝
説
に
よ
れ
ば
、
六
郷
満
山
開
基
と

伝
え
る
仁
聞
菩
薩
が
、
養
老
年
間
（
七
一
七
～
七
二
八
）
国
家
安
泰
、
五
穀
豊
穣
、

万
民
快
楽
を
祈
願
し
。
鬼
会
式
趾
ハ
巻
を
下
賜
、
六
郷
二
十
八
カ
寺
の
天
台
憎
が
、

こ
れ
を
拝
受
し
、
日
本
六
十
余
州
の
神
仏
を
勧
請
し
て
大
法
要
を
営
ん
だ
の
が
、

こ
の
鬼
会
の
初
ま
り
と
伝
え
て
い
る
。

　
又
、
中
世
以
降
、
こ
の
鬼
会
が
、
ど
の
よ
う
な
形
式
で
と
り
行
な
わ
れ
て
い
た

か
も
不
明
な
点
が
多
い
が
、
江
戸
期
に
お
い
て
盛
ん
に
行
事
を
行
な
っ
て
い
た
こ

と
は
、
今
回
の
調
査
で
収
集
し
た
十
四
カ
寺
七
〇
面
の
う
ち
、
持
物
銘
を
含
め
て

年
代
銘
を
有
す
る
二
Ｉ
銘
中
、
十
七
銘
が
江
戸
期
の
銘
を
有
す
る
こ
と
か
ら
も
伺

え
る
（
表
二
参
照
）
。

　
し
か
し
、
江
戸
期
に
盛
ん
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
鬼
会
も
、
明
治
期
に
は
い
る

と
Ｉ
カ
寺
も
し
く
は
Ｉ
院
坊
で
と
り
行
な
う
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の

主
た
る
原
因
は
、
鬼
会
が
七
日
七
夜
に
わ
た
る
法
要
の
う
え
に
、
檀
家
ま
で
を
含

む
多
数
の
人
々
を
動
員
す
る
た
め
、
莫
大
な
財
源
を
伴
う
の
で
、
例
え
ば
藩
主
な

ど
の
公
式
の
援
助
を
失
っ
た
明
治
期
以
降
は
、
一
カ
寺
の
み
の
財
源
で
は
と
う
て

い
維
持
出
来
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
六
郷
満
山
の
寺
院
を
乗
組
（
こ

れ
を
更
に
小
組
に
し
て
両
子
寺
組
と
文
殊
仙
寺
組
に
わ
け
る
）
、
中
組
、
西
組
に
わ

け
、
鬼
会
の
行
事
の
日
次
が
違
う
と
こ
ろ
か
ら
、
組
内
の
寺
院
が
相
互
に
加
勢
し

あ
う
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
し
だ
い
に
行
事
を
中
止
す
る
寺
院

が
増
え
、
読
経
だ
け
の
法
要
の
み
と
な
り
、
現
在
で
は
、
西
組
と
中
組
が
加
勢
し

て
毎
年
行
な
う
天
意
寺
と
、
乗
組
が
加
勢
す
る
成
仏
寺
（
奇
数
年
）
、
岩
戸
寺
（
偶

数
年
）
の
三
カ
寺
の
み
が
鬼
会
の
行
事
を
行
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
こ
の
鬼
会
の
行
事
は
、
西
組
（
中
組
を
含
む
）
と
乗
組
で
は
内
容
に
若
干
の
相

違
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
成
仏
寺
で
行
な
わ

れ
る
行
事
内
容
の
概
要
を
以
下
に
述
べ
る
。

　
成
仏
寺
の
鬼
会
は
、
旧
正
月
五
日
に
行
な
わ
れ
る
。
手
伝
い
を
す
る
檀
家
の
人
々

の
な
か
で
役
付
の
人
は
、
一
週
間
前
か
ら
寺
で
起
居
し
て
精
進
潔
斎
の
生
活
を
し
、

行
事
の
無
事
遂
行
を
祈
願
す
る
。

　
当
日
、
鬼
会
の
行
事
は
「
差
定
（
さ
て
い
）
」
（
行
法
の
順
序
と
役
僧
名
を
記
し

か
も
の
）
に
従
っ
て
進
行
す
る
。
成
仏
寺
の
差
定
は
二
十
四
順
序
（
岩
戸
寺
、
天

念
寺
は
二
十
二
順
序
）
あ
り
、
大
別
す
る
と
、
読
経
を
主
と
す
る
も
の
と
、
道
具

を
も
ち
所
作
を
す
る
も
の
と
、
鬼
の
仮
面
を
つ
け
て
作
法
す
る
も
の
の
三
部
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
差
定
の
一
の
「
伽
陀
（
か
だ
）
」
か
ら
十
五
の
「
錫
杖

　
（
し
や
く
じ
ょ
う
）
」
ま
で
が
読
経
で
あ
り
、
十
六
の
「
米
華
（
ま
い
け
）
」
か
ら

十
九
の
「
四
方
固
（
し
ほ
う
が
た
め
）
」
ま
で
が
所
作
事
、
二
〇
の
「
鈴
鬼
（
す
ず

お
に
）
」
か
ら
二
四
の
「
鬼
後
児
（
き
ご
じ
ゆ
）
」
ま
で
が
鬼
の
仮
面
を
つ
け
て
の

作
法
と
な
る
。

　
読
経
は
、
昼
す
ぎ
か
ら
本
堂
で
始
め
ら
れ
、
夕
闇
が
せ
ま
る
と
、
檀
家
の
役
付

け
の
一
つ
で
あ
る
テ
イ
レ
シ
（
松
明
入
れ
衆
）
が
水
垢
離
（
コ
ー
リ
ト
リ
と
い
う
）

を
と
り
心
身
を
浄
め
、
本
堂
に
戻
り
参
加
し
た
僧
侶
と
謳
皿
の
儀
〃
を
行
う
。
次

い
で
塩
水
を
一
般
参
加
者
に
ふ
り
か
け
て
浄
め
を
す
る
ご
ソ
オ
マ
ツ
リ
〃
の
後
、

勇
壮
な
法
螺
貝
の
音
と
と
も
に
、
テ
イ
レ
シ
は
二
戸
に
本
堂
を
飛
び
出
し
、
用
意

さ
れ
た
大
松
明
（
オ
オ
ダ
イ
）
に
火
を
つ
け
る
。
そ
の
間
、
本
堂
で
は
、
オ
ニ
バ

ヤ
シ
・
法
螺
貝
の
吹
鳴
が
続
け
ら
れ
、
院
主
（
主
催
寺
院
の
僧
侶
）
以
下
の
僧
侶

が
九
字
を
切
っ
て
般
若
心
経
を
誦
し
安
全
を
祈
る
。
テ
イ
レ
シ
は
、
火
を
つ
け
た

大
松
明
を
も
っ
て
「
馬
場
」
と
よ
ぶ
松
明
に
火
を
つ
け
る
場
所
か
ら
山
門
ま
で
戻

る
と
、
次
々
に
、
そ
の
大
松
明
を
振
り
回
し
、
又
馬
場
ま
で
引
き
返
す
と
順
次
に

火
を
消
し
て
い
く
。
タ
イ
ア
ゲ
〃
を
行
な
う
。
こ
れ
が
終
了
す
る
と
、
院
主
以
下

の
僧
侶
は
、
再
び
山
門
か
ら
本
堂
へ
戻
り
、
差
定
に
し
た
が
っ
て
行
事
を
つ
づ
け

る
。
昼
す
ぎ
か
ら
始
め
た
読
経
の
差
定
か
終
わ
る
と
、
香
水
棒
（
こ
う
ず
い
ぽ
う
）

と
よ
ぶ
、
テ
ラ
ガ
シ
ワ
の
本
を
四
段
に
薄
く
削
り
花
型
に
し
た
棒
な
ど
を
つ
か
っ

て
の
所
作
事
や
、
二
名
の
僧
侶
に
よ
る
右
手
に
刀
、
左
手
に
鈴
を
も
っ
て
の
所
作

事
の
差
定
に
つ
づ
い
て
、
鬼
の
仮
面
を
つ
け
て
の
差
定
に
う
つ
る
。
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ま
ず
、
最
初
は
、
鈴
鬼
の
登
場
と
な
る
。
二
名
の
僧
侶
が
鈴
鬼
の
面
を
つ
け
、

花
模
様
の
広
口
大
袖
の
上
衣
と
、
奴
袴
を
着
衣
し
て
、
左
手
に
五
色
の
幣
、
右
手

に
鈴
を
も
っ
て
演
舞
す
る
。
鈴
鬼
に
は
、
男
面
と
女
面
と
が
あ
り
、
仏
の
慈
悲
を

具
現
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
。
鬼
5
9
％
を
勤
め
る
。
こ
の
鈴
鬼
の
鬼
招
き
に
よ
り
、

次
に
、
三
名
の
僧
侶
が
扮
し
た
災
払
鬼
（
さ
い
は
ら
い
お
に
）
、
荒
鬼
（
あ
ら
お
に
）
、

餓
鬼
（
し
ず
め
お
に
）
１
西
祖
の
天
念
寺
の
場
合
は
災
払
鬼
、
荒
鬼
の
二
鬼
－
の

三
鬼
が
、
麻
布
の
絆
天
と
股
引
を
着
衣
し
、
白
足
袋
・
草
履
を
は
き
、
胴
・
腕
・

脚
の
そ
れ
ぞ
れ
十
二
ヵ
所
（
閏
年
に
は
十
三
ヵ
所
）
を
白
い
藤
か
ず
ら
の
繊
維
で

縛
り
、
背
中
に
鈴
を
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
の
仮
面
（
総
称
し
て
荒
鬼
面
と
い

う
）
を
頭
に
の
せ
た
恰
好
で
「
テ
イ
レ
シ
」
に
背
負
わ
れ
て
登
場
し
、
４
￥
¥
!
ｃ
４

と
よ
ば
れ
る
秘
法
を
行
な
う
。
三
鬼
と
も
持
物
を
も
ち
、
一
番
の
災
払
鬼
は
斧
、

二
番
の
荒
鬼
は
不
動
刀
、
三
番
の
餓
鬼
は
木
槌
を
握
り
、
片
方
の
手
に
松
明
を
も

っ
て
堂
内
に
盛
大
に
火
の
粉
を
ち
ら
し
な
が
ら
踊
り
狂
っ
た
の
ち
、
。
カ
イ
シ
ャ
ク

　
（
八
名
の
テ
イ
レ
シ
が
介
錯
と
し
て
三
鬼
に
つ
く
ご
を
従
え
て
成
仏
寺
の
檀
家
の

家
を
訪
ね
て
歩
く
（
西
組
で
は
、
二
鬼
は
山
門
か
ら
出
ら
れ
な
い
）
。

　
三
鬼
が
本
堂
に
戻
っ
て
く
る
と
、
再
び
楽
奏
が
は
じ
ま
り
、
暴
れ
る
三
鬼
に
院

主
が
鬼
鎮
め
の
餅
を
く
わ
え
さ
せ
る
と
三
鬼
は
と
も
に
鎮
ま
る
。
そ
れ
か
ら
、
愛

染
堂
に
連
れ
て
い
き
、
鬼
の
イ
マ
シ
メ
（
藤
か
ず
ら
）
を
切
り
ほ
ど
く
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
の
行
事
は
終
了
す
る
。

　
　
　
　
口
　
鬼
会
面
を
所
蔵
す
る
寺
院
の
沿
革
と
所
有
面
数

　
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
な
お
鬼
会
を
行
な
っ
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
三

カ
寺
の
み
で
あ
る
が
、
か
っ
て
鬼
会
を
行
な
っ
て
い
た
寺
院
の
ほ
と
ん
ど
は
、
未

確
認
な
が
ら
鬼
会
面
を
所
蔵
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
本
報
告
で
は
、
時
間
的
制
約
か
ら
概
略
的
な
が
ら
確
認
し
得
た
十
四
カ
寺
の
簡

単
な
沿
革
と
、
所
蔵
す
る
鬼
会
面
に
関
す
る
若
干
の
所
見
を
述
べ
た
い
。

　
な
お
、
寺
院
の
う
え
に
つ
け
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
表
一
の
「
鬼
会
面
所
蔵

寺
院
一
覧
表
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
沿
革
の
記
載
順
も
表
一
の
ア
ル
フ
ァ
ペ
ッ

ト
順
に
従
っ
た
。
又
、
所
在
地
に
つ
い
て
は
挿
図
１
を
参
照
さ
れ
た
い
。

Ａ
　
胎

Ｂ

　
表
一
　
（
鬼
会
面
所
蔵
寺
院
一
覧
表
）

蔵
　
寺
　
　
　
　
　
　
Ｄ
　
無
　
勣
　
寺

鈴鈴古荒災　鈴鈴荒災

安鬼鬼　払

　⌒－寺さ唇鬼鬼

払
　　　⌒－

鬼鬼
寺さ唇鬼

面

鬼鬼

妥勇－－

Ｃ
　
天
　
念
　
寺

鈴鈴荒災

鬼鬼　払

ＡＡＡ

Ｉ　ｌ　ｌ

３　２　１

Ａ
－
４
　
　
Ｅ

Ｂ
１
１

Ｂ
１
２

Ｂ
－
３

Ｂ
－
１
４

Ｂ
―
－
５

一一
さ唇鬼鬼

口賢

４　３　２　１

古荒荒

　鬼鬼

面(2)(1)

応

暦
　
寺

鈴鈴荒災

鬼鬼　払
一一
さ唇鬼鬼

Ｆ
　
弥
　
靫
　
寺

　
　
　
災
　
払

鈴鈴荒

鬼鬼

Ｇ
　
千
　
灯

　－－寺さ男鬼鬼

Ｄ
－
１

Ｄ
１
１
２

Ｄ
－
’
３

ＦＦＦＦ

Ｉ　Ｉ　Ｉ　Ｉ

４　３　２　１

荒
　
鬼
　
田
　
Ｇ
Ｉ
Ｉ

　
　
　
荒

　
　
　
鈴

　
　
　
鈴

Ｈ
　
岩

文
鈴鈴鎮災

　
鬼
　
個

鬼
（
男
）

鬼
（
女
）

戸
　
寺

　
払
　
鬼

挿図１　鬼会所蔵寺院所在地Ｇ

Ｉ

２

Ｇ

１

３

Ｇ

Ｉ

４

Ｈ
－
１

殊鬼鬼

災
　
払

鎮荒

　
鬼
　
Ｈ
－
２

（
男
）
　
Ｈ
１
３

（
女
）
　
Ｈ
１
４

仙

寺
鬼鬼鬼

　
　
　
鈴
鬼
（
男
）

　
　
　
鈴
鬼
（
女
）

Ｊ
　
成
　
仏
　
寺

Ｉ
－
Ｉ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｎ
乙

ｌ
ｌ
Ｑ
ｕ

ｌ
－
４

１
Ｉ
’
ｒ
ａ

災
　
払
　
鬼
　
Ｊ
－
Ｉ
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Ｋ
Ｌ

鈴鎮荒

　
　
鬼
　
Ｊ
－
２

　
　
鬼
　
Ｊ
－
３

鬼
（
男
）
　
Ｊ
－
４

　
鈴
鬼
（
女
）

神
　
宮
　
寺

　
災
　
払
　
鬼

　
荒
　
　
　
鬼

　
鎮
　
　
　
鬼

　
鈴
鬼
（
男
）

　
鈴
鬼
（
女
）

行
　
入
　
寺

Ｊ
－
ｒ
ａ

Ｋ
Ｉ

４

Ｋ
Ｉ

５

災
　
払
　
鬼
　
Ｌ
－
１

鎮荒

鬼鬼

災
払
鬼
古
画

荒
鬼
古
面

鎮
鬼
古
面

鈴
鬼
（
男
）

鈴
鬼
（
女
）

周

子

寺

Ｌ
－
２

Ｌ
―
Ｉ
９
り

Ｌ
－
４

Ｌ
－
ｒ
ａ

Ｌ
－
６

Ｌ
―
’
‐
７

Ｌ
－
８

荒荒荒荒

鬼鬼鬼鬼

(４)(３)(２)(１)

ＭＭＭＭ

Ｉ　Ｉ　１　１

４　３　２　１

荒荒

　
　
　
鈴

　
　
　
鈴

Ｎ
　
瑠

こ鬼鬼

畳(6)(5)

鬼

妥
－

璃

光

寺

鈴鈴古古鎮荒災

鬼鬼面面　　払
一一
さ畳(2)(l)鬼鬼鬼

Ｍ
１
５

Ｍ
－
６

Ｍ
－
７

Ｍ
１
８

Ｎ
－
１

Ｎ
－
２

Ｎ
－
３

Ｎ
１
’
４

Ｎ
－
５

Ｎ
－
６

Ｎ
１
７

Ａ
　
胎
蔵
寺

豊
後
高
田
市
大
字
平
野
字
熊
野
に
あ
り
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
仁
聞
菩
薩
の

開
基
と
伝
え
ら
れ
る
。

延
暦
寺
派
に
属
し
、
寺
伝
に
よ
る
と
、
大
友
氏
の
排
仏
や
、
数
度
の
火
災
で
古

記
録
を
焼
失
し
た
と
云
う
。
か
っ
て
熊
野
権
現
を
同
寺
の
鎮
守
と
し
て
管
理
し

て
い
た
が
、
維
新
の
神
仏
分
離
令
で
熊
野
社
と
胎
蔵
寺
に
分
か
れ
た
。
同
寺
の

本
尊
は
大
日
如
来
で
あ
り
、
寺
宝
と
し
て
県
指
定
の
重
要
文
化
財
た
る
新
仏
（
中

央
に
弥
陀
、
向
か
っ
て
右
に
観
音
、
左
に
勢
至
の
各
菩
薩
を
陽
鋳
す
る
）
が
あ

る
。
又
、
熊
野
権
現
に
あ
る
熊
野
磨
崖
仏
は
、
国
指
定
の
重
要
文
化
財
、
史
跡

の
二
重
指
定
を
う
け
る
石
仏
史
上
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
災
払
鬼
面
（
Ａ
－
１
）
、
荒
鬼
面
（
Ａ
－
２
）
、
鈴
鬼
男

面
（
Ａ
１
３
）
、
鈴
鬼
女
面
（
Ａ
－
４
）
の
四
面
で
あ
る
。

Ｂ
　
長
安
寺

豊
後
高
田
市
加
礼
川
六
三
五
に
あ
り
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
仁
聞
菩
薩
の
開

基
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
草
創
年
次
や
沿
革
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

中
世
期
を
通
じ
て
、
国
東
六
郷
満
山
六
五
カ
寺
の
惣
持
寺
の
位
置
に
あ
っ
た
。

本
尊
は
、
阿
弥
陀
如
来
で
あ
り
、
今
日
寺
宝
と
し
て
国
指
定
の
重
要
文
化
財
た

る
銅
板
法
華
経
（
保
延
七
年
こ
一
四
七
銘
）
と
県
指
定
の
重
要
文
化
財
た
る

太
郎
天
童
子
像
と
脇
侍
二
体
（
大
治
五
年
＾
じ
こ
三
〇
銘
）
を
も
っ
。

当
時
の
保
有
仮
面
は
、
災
払
鬼
面
（
Ｂ
－
Ｉ
）
、
荒
鬼
面
（
Ｂ
－
２
）
、
荒
鬼
古

面
（
Ｂ
－
３
）
、
鈴
鬼
男
面
（
Ｂ
－
４
）
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｂ
－
５
）
と
神
楽
面
六

面
の
計
十
一
面
で
あ
る
。

Ｃ
天
念
寺

豊
後
高
田
市
西
都
甲
区
長
岩
屋
に
あ
り
、
養
老
年
間
、
仁
聞
菩
薩
の
開
基
と
伝

え
ら
れ
る
が
、
草
創
年
次
、
沿
革
は
明
ら
か
で
な
い
。

六
郷
満
山
中
山
本
寺
の
一
つ
で
あ
り
、
近
世
期
は
島
原
藩
の
飛
地
で
あ
り
、
江

戸
期
を
通
じ
て
肥
前
島
原
城
主
松
平
氏
の
支
援
で
隆
盛
を
極
め
た
が
、
現
在
は

無
住
で
あ
り
、
建
物
も
本
堂
兼
庫
裡
一
棟
だ
け
で
あ
る
。
本
尊
は
、
薬
師
如
来

で
あ
り
、
寺
域
の
川
中
不
動
明
王
像
は
、
川
の
崖
に
刻
ま
れ
た
磨
崖
仏
と
し
て

名
高
い
。
西
満
山
で
は
、
現
在
は
当
寺
で
の
み
鬼
会
行
事
を
行
な
っ
て
い
る
。

当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
災
払
鬼
面
（
Ｃ
ｊ
ｌ
）
、
荒
鬼
面
（
Ｃ
－
２
）
、
鈴
鬼
男

面
（
Ｃ
１
３
）
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｃ
－
４
）
の
四
面
で
あ
る
。

Ｄ
無
動
寺

西
国
東
郡
真
玉
町
大
字
中
黒
土
に
あ
り
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
仁
聞
菩
薩
の

開
基
と
伝
え
ら
れ
る
。

山
門
派
に
属
し
、
六
郷
満
山
中
山
本
寺
の
一
つ
で
あ
り
、
六
郷
山
役
職
の
「
満

山
記
録
所
」
に
な
っ
て
い
た
。
本
来
の
寺
の
位
置
は
、
下
黒
土
小
岩
屋
の
身
濯

神
社
（
も
と
六
所
権
現
）
に
隣
接
し
て
い
た
が
、
江
戸
期
に
現
在
地
に
移
転
し

た
も
の
と
云
わ
れ
て
い
る
。
近
く
に
あ
る
椿
堂
（
内
迫
御
堂
）
は
、
同
寺
の
「
境

外
仏
堂
」
と
し
て
永
く
管
掌
さ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に

分
離
し
た
。
本
尊
は
、
薬
師
如
来
で
あ
り
、
現
本
尊
の
不
動
明
王
像
は
、
県
指

定
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
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当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
荒
鬼
面
（
Ｄ
１
１
）
、
荒
鬼
面
（
Ｄ
１
２
）
、
荒
鬼
古
面

　
（
Ｄ
１
３
）
の
三
面
で
あ
る
。

Ｅ
　
応
暦
寺

西
国
東
郡
真
玉
町
大
字
大
岩
屋
に
あ
り
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
仁
聞
菩
薩
の

開
基
と
伝
え
ら
れ
る
。

山
門
派
に
属
し
、
六
郷
満
山
中
山
本
寺
の
一
つ
で
あ
る
。
江
戸
初
期
に
は
、
一

時
的
に
衰
微
し
た
が
、
天
禄
八
年
（
一
六
九
五
）
憎
澄
慶
に
よ
っ
て
中
興
さ
れ

た
。
本
尊
は
、
不
動
明
王
で
あ
る
。
寺
伝
に
よ
る
と
、
創
建
当
時
の
本
尊
は
、

千
手
観
音
菩
薩
で
あ
っ
た
と
い
う
。

当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
災
払
鬼
面
（
Ｅ
Ｉ
Ｉ
）
、
荒
鬼
面
（
Ｅ
１
２
）
、
鈴
鬼
男

面
（
Ｅ
１
３
）
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｅ
１
４
）
の
四
面
で
あ
る
。

Ｆ
　
弥
勒
寺

西
国
東
郡
真
玉
町
大
字
下
城
前
に
あ
っ
て
、
現
在
は
無
住
で
あ
る
。
こ
の
寺
も

仁
聞
菩
薩
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
。

江
戸
期
の
天
明
年
中
（
一
七
八
一
～
一
七
八
九
）
に
は
、
応
暦
専
の
支
配
末
寺

で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
そ
の
管
理
は
下
城
前
三
土
居
の
信
者
に
よ
っ
て
な

さ
れ
て
い
る
。

当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
現
在
真
玉
町
大
字
城
前
、
河
野
武
則
氏
が
、
す
べ
て
管

理
し
て
お
り
、
災
払
鬼
面
（
Ｆ
Ｉ
Ｉ
）
、
荒
鬼
面
（
Ｆ
１
２
）
、
鈴
鬼
男
面
（
Ｆ

－
３
）
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｆ
１
４
）
の
四
面
で
あ
る
。

Ｇ
　
千
燈
（
灯
）
寺

東
国
東
郡
国
見
町
大
字
千
燈
五
五
八
に
所
在
し
、
山
号
を
補
陀
落
山
と
号
し
、

養
老
二
年
（
七
一
八
）
仁
開
菩
薩
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
。

か
っ
て
仁
聞
か
、
敵
国
降
伏
の
祈
願
を
伊
美
の
五
智
屈
に
登
り
修
し
た
と
こ
ろ
、

海
竜
天
が
一
千
の
御
燈
を
捧
げ
た
の
で
「
千
燈
」
の
寺
号
を
称
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
云
わ
れ
る
。
以
来
こ
の
寺
門
は
栄
え
て
、
寺
領
千
石
お
よ
び
末
寺
十
六

院
を
有
し
、
皇
室
、
武
門
の
帰
依
も
厚
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
大
正
年
中

　
三
五
七
三
～
一
五
九
二
）
大
友
氏
の
弾
圧
に
通
い
、
寺
領
は
悉
く
没
収
さ
れ
、

一
時
廃
寺
寸
前
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
が
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
八
）
再
興
さ

れ
、
再
び
栄
え
た
と
い
う
。
本
尊
は
、
千
手
観
音
菩
薩
で
あ
り
、
寺
宝
と
し
て

鎌
会
期
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
弥
陀
来
迎
石
仏
が
、
県
指
定
の
重
要
文
化
財
に
な

っ
て
い
る
。

当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
荒
鬼
面
（
Ｇ
Ｉ
Ｉ
）
、
荒
鬼
面
（
Ｇ
－
２
）
、
鈴
鬼
男
面

　
（
Ｇ
ｊ
３
）
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｇ
１
４
）
の
四
面
で
あ
る
。

Ｈ
岩
戸
寺

東
国
東
郡
国
東
町
大
字
岩
戸
寺
に
あ
り
、
寺
号
を
石
立
山
と
号
す
る
。
養
老
三

年
（
七
Ｔ
几
）
仁
聞
菩
薩
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
。

本
尊
は
、
薬
師
如
来
で
あ
る
。
寺
伝
で
は
、
奈
良
時
代
初
期
、
仁
聞
菩
薩
の
作

と
伝
え
ら
れ
る
が
藤
原
期
の
作
と
思
わ
れ
る
。
東
満
山
で
は
、
現
在
で
も
鬼
会

行
事
を
行
な
っ
て
い
る
寺
院
で
あ
り
、
偶
数
年
に
行
な
っ
て
い
る
。

当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
災
払
鬼
面
（
Ｈ
１
１
）
、
鎮
鬼
面
（
Ｈ
１
２
）
、
鈴
鬼
男

面
（
Ｈ
１
３
）
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｈ
１
４
）
の
四
面
で
あ
る
。

Ｉ
　
文
殊
仙
寺

東
国
東
郡
国
東
町
大
字
大
恩
寺
二
四
三
一
に
あ
り
、
寺
号
を
峨
眉
山
と
号
し
、

大
化
四
年
（
六
四
八
）
役
小
角
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
。

本
尊
は
、
「
知
恵
授
け
の
神
」
と
称
し
、
文
殊
師
利
菩
薩
を
安
置
す
る
。
寺
宝
と

し
て
、
応
永
四
年
（
一
三
九
七
）
の
銘
を
も
つ
大
梵
鐘
が
、
県
指
定
の
重
要
文

化
財
に
な
っ
て
い
る
。
境
内
は
、
昭
和
三
十
一
年
国
立
公
園
に
編
入
さ
れ
た
。

当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
災
払
鬼
面
（
Ｉ
－
Ｉ
）
、
荒
鬼
面
（
Ｉ
１
２
）
、
鎮
鬼
面

　
（
１
１
３
）
、
鈴
鬼
男
面
（
Ｉ
１
４
）
、
鈴
鬼
女
面
（
ｌ
１
５
）
で
あ
る
。
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Ｊ
　
成
仏
寺

東
国
東
郡
国
東
町
成
仏
に
あ
り
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
、

開
山
当
時
は
妙
見
山
浄
上
院
と
称
し
た
。

本
尊
は
、
不
動
明
王
で
あ
り
、
参
道
両
側
の
仁
王
像
は
天
保
二
年
二
八
三
一
）

の
銘
を
も
つ
。
東
満
山
で
は
、
現
在
も
鬼
会
行
事
を
行
な
っ
て
い
る
寺
院
で
あ

り
、
奇
数
年
に
行
な
っ
て
い
る
。

当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
災
払
鬼
面
（
Ｊ
Ｉ
Ｉ
）
、
荒
鬼
面
（
Ｊ
－
２
）
、
鎮
鬼
面

　
（
Ｊ
－
３
）
、
鈴
鬼
男
面
（
Ｊ
－
４
）
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｊ
－
５
）
で
あ
る
。

Ｋ
　
神
宮
寺

東
国
東
郡
国
東
町
横
手
に
あ
り
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
仁
聞
菩
薩
の
開
基
と

伝
え
ら
れ
る
。

本
尊
は
、
不
動
明
王
で
あ
る
。
寺
宝
と
し
て
は
、
新
仏
九
面
が
あ
り
、
う
ち
四

面
は
県
指
定
の
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
。
又
、
鬼
会
の
行
事
中
、
火
災
を

お
こ
し
焼
け
た
、
ハ
体
の
焼
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
災
払
鬼
面
（
Ｋ
Ｉ
Ｉ
）
、
荒
鬼
面
（
Ｋ
－
２
）
、
鎮
鬼
面

　
（
Ｋ
－
３
）
、
鈴
鬼
男
面
（
Ｋ
－
４
）
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｋ
－
５
）
で
あ
る
。

Ｌ
　
行
入
寺

東
国
東
郡
国
東
町
行
人
に
あ
り
、
養
老
二
年
（
七
一
八
）
仁
開
菩
薩
の
開
基
と

伝
え
ら
れ
る
。

本
尊
は
、
不
動
明
王
で
あ
り
、
昭
和
四
十
四
年
、
県
指
定
の
重
要
文
化
財
に
な

っ
て
い
る
。

当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
災
払
鬼
面
（
Ｌ
－
１
）
、
荒
鬼
面
（
Ｌ
－
２
）
、
鎮
鬼
面

　
（
Ｌ
－
３
）
、
災
払
鬼
古
面
（
Ｌ
－
４
）
、
荒
鬼
古
面
（
Ｌ
１
５
）
、
鎮
鬼
古
面
（
Ｌ

－
６
）
、
鈴
鬼
男
面
（
Ｌ
－
７
）
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｌ
－
８
）
で
あ
る
。

Ｍ
　
両
子
寺

東
国
東
郡
安
岐
町
周
子
一
五
四
八
に
あ
り
、
養
老
二
年
（
七
Ｔ
ハ
）
仁
聞
菩
薩

の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
。

延
暦
寺
派
に
属
し
、
六
郷
満
山
中
山
本
寺
の
一
つ
で
あ
り
、
寛
文
三
年
二
六

六
三
）
六
郷
満
山
の
総
持
院
と
な
り
、
以
降
満
山
の
二
八
力
寺
を
統
括
し
て
い

た
こ
と
が
あ
る
。

本
尊
は
、
千
手
観
音
・
不
動
明
王
で
あ
る
。
神
仏
混
合
の
寺
と
し
て
も
名
高
く
、

護
国
殿
本
殿
に
両
子
犬
権
現
と
千
手
観
音
を
合
祀
し
て
い
る
。
子
授
け
の
霊
地

と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
荒
鬼
面

面
（
Ｍ
１
７
）
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｍ

　
　
　
　
　
（
図
６
）
　
（
図
７
）

勺
。
２
・
３
・
４
・
５
・
６
）
鈴
鬼
男

　
で
あ
る
。

　
Ｎ
　
瑠
璃
光
寺

　
東
国
東
郡
安
岐
町
大
字
糸
永
コ
二
三
九
に
あ
り
、
養
老
元
年
（
七
一
七
）
仁
聞

　
菩
薩
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
。

　
本
尊
は
、
薬
師
如
来
で
あ
る
。

　
当
寺
の
保
有
仮
面
は
、
災
払
鬼
面
（
Ｎ
－
１
）
、
荒
鬼
面
（
Ｎ
１
２
）
、
鎮
鬼
面

　
（
Ｎ
１
３
）
、
荒
鬼
古
面
（
Ｎ
１
４
・
５
）
、
鈴
鬼
男
面
（
Ｎ
－
６
）
、
鈴
鬼
女
面

　
（
Ｎ
１
７
）
、
蘭
陵
王
面
の
ハ
面
で
あ
る
。

向
　
鬼
会
面
の
形
態
に
よ
る
分
類
と
銘
・
測
定
値
に
つ
い
て

　
鬼
会
面
は
、
大
別
す
る
と
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
鈴
鬼
面
で
あ
り
、

い
ま
一
つ
は
、
荒
鬼
面
で
あ
る
。

　
一
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
鬼
会
の
法
要
で
差
定
に
従
っ
て
、
最
初
に
登
場
す
る

の
は
一
対
の
鈴
鬼
で
あ
り
、
こ
の
鈴
鬼
の
鬼
招
き
の
演
舞
に
よ
っ
て
荒
鬼
（
西
満

山
で
は
二
荒
鬼
、
東
満
山
で
は
三
荒
鬼
）
が
登
場
し
て
踊
り
狂
う
。
こ
の
よ
う
に
、

鈴
鬼
と
荒
鬼
で
は
、
役
割
が
全
然
違
う
の
で
、
同
じ
鬼
会
面
で
も
面
の
形
が
当
然
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違
っ
て
く
る
。

　
鈴
鬼
は
、
仏
の
慈
悲
を
現
わ
し
た
も
の
と
云
わ
れ
る
。
面
の
形
は
、
各
寺
院
と

も
違
う
が
、
人
間
の
男
女
の
顔
に
似
せ
た
面
（
男
面
、
女
面
と
い
う
）
で
あ
り
、

小
面
で
、
直
接
に
顔
に
あ
て
る
。

　
荒
鬼
は
、
不
動
明
王
、
愛
染
明
王
の
化
身
と
云
わ
れ
、
西
満
山
の
場
合
、
災
払

鬼
が
不
動
明
王
で
、
面
の
彩
色
を
赤
色
に
染
り
（
赤
面
と
も
い
う
）
、
荒
鬼
が
愛
染

明
王
の
化
身
で
、
面
の
彩
色
を
黒
色
に
染
る
が
（
黒
面
と
も
い
う
）
、
東
満
山
の
場

合
、
災
払
鬼
と
荒
鬼
の
他
に
鎮
鬼
が
加
わ
る
の
で
、
彩
色
か
ら
鬼
を
判
別
で
き
ず
、

又
、
ど
の
鬼
が
不
動
明
王
、
愛
染
明
王
を
指
す
の
か
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
面
の

形
は
、
両
満
山
と
も
、
大
形
の
異
形
の
面
で
あ
り
、
頭
に
の
せ
る
よ
う
に
工
夫
し

て
い
る
。

　
形
態
に
よ
る
分
類
で
は
、
ま
ず
、
こ
の
面
の
形
か
ら
始
め
る
の
が
妥
当
か
と
思

わ
れ
た
が
、
そ
の
方
法
に
、
ま
だ
一
考
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
の
で
、
今
回

は
割
愛
し
、
鈴
鬼
面
、
荒
鬼
面
の
全
て
に
わ
た
っ
て
、
耳
・
眼
・
口
・
牙
・
角
の

そ
れ
ぞ
れ
を
表
二
の
分
類
結
果
に
従
っ
て
以
下
述
べ
て
い
く
。

(1)

眼
　
　
部

眼
部
の
形
態
は
、
杏
仁
形
・
丸
形
・
そ
の
他
、
の
三
類
に
分
け

　
三
類
の
う
ち
で
は
、
圧
倒
的
に
丸
形
の
眼
が
多
く
、
七
〇
面

を
数
え
る
。
こ
の
う
ち
、
荒
鬼
面
が
四
〇
作
例
、
鈴
鬼
面
が
十

こ
の
作
例
の
う
ち
で
胎
蔵
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ａ
１
１
）
と
荒
鬼
面
（
Ａ
－
２
）
の

み
が
、
眼
の
ま
わ
り
を
銅
板
で
張
っ
て
い
る
。

　
杏
仁
形
は
、
十
三
作
例
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
荒
鬼
面
が
二

Ｉ
作
例
で
あ
る
。
荒
鬼
面
の
作
例
は
、
瑠
瑞
光
寺
の
荒
鬼
古

　
鈴
鬼
面
が
十

－
４
）
　
（
Ｎ
Ｉ

５
）
で
あ
り
、
荒
鬼
面
の
う
ち
で
は
特
異
な
作
例
と
い
え
る
。
鈴
鬼
面
で
は
、
千

灯
寺
の
鈴
鬼
女
面
（
Ｇ
１
４
）
が
丸
形
に
近
い
が
、
面
の
裏
側
か
ら
み
る
と
、
杏

仁
形
の
彫
り
込
み
を
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
そ
の
他
は
、
二
作
例
で
あ
り
、
と
も
に
荒
鬼
面
で
、
岩
戸
寺
の
鎮
鬼
面
（
出
回

２
）
と
文
殊
仙
寺
の
鎮
鬼
面
（
Ｉ
１
３
）
で
あ
る
。
こ
の
二
作
例
は
、
眼
の
位
置

に
直
接
彫
り
込
ま
ず
、
や
や
下
部
の
方
に
三
ケ
月
形
に
彫
っ
て
い
る
。
文
殊
仙
寺

の
鎮
鬼
面
（
ｌ
１
３
）
の
場
合
、
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
災
払
鬼
面
（
１
１
１
）
、

荒
鬼
面
（
１
１
２
）
は
丸
形
で
あ
る
が
、
（
Ｉ
－
Ｉ
）
は
、
や
や
上
方
を
見
る
よ
う

な
彫
り
か
た
に
な
っ
て
お
り
、
（
Ｉ
－
２
）
は
、
正
面
を
見
る
よ
う
な
彫
り
か
た
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
（
１
１
３
）
は
、
下
方
を
見
る
彫
り
か
た
と
し
て
、
こ
の
よ
う

な
作
例
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

②
　
耳
　
　
部

　
耳
部
の
形
態
は
、
紐
結
形
・
貼
付
形
・
彫
込
形
・
耳
無
型
・
不
明
、
の
五
類
に

分
け
た
。

　
紐
結
形
は
、
二
Ｉ
作
例
で
あ
り
、
す
べ
て
荒
鬼
面
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
現
在

何
ら
か
の
形
で
耳
を
残
し
て
い
る
面
は
、
十
一
作
例
で
あ
り
、
尚
子
寺
の
荒
鬼
面

　
（
Ｍ
１
６
）
を
除
い
て
、
耳
の
形
は
、
靴
ベ
ラ
状
の
簡
単
な
形
状
で
あ
る
。

　
貼
付
形
は
、
七
作
例
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
長
安
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｂ
－
Ｌ
）
、

荒
鬼
面
（
Ｂ
１
２
）
と
天
念
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｃ
Ｉ
Ｉ
）
、
荒
鬼
面
（
Ｃ
１
２
）
は
、

大
輪
の
花
び
ら
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
形
状
を
な
す
。
瑠
瑞
光
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｎ

Ｉ
Ｉ
）
、
荒
鬼
面
（
Ｎ
－
２
）
、
鎮
鬼
面
（
Ｎ
１
３
）
は
、
人
間
の
耳
に
似
た
形
状

で
あ
る
。

　
彫
込
形
は
、
五
作
例
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
荒
鬼
面
が
一
作
例
の
み
、
鈴
鬼
面

が
四
作
例
で
あ
る
。
荒
鬼
面
は
、
尚
子
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｍ
－
４
）
で
あ
り
、
他
に

類
例
を
み
な
い
特
異
な
作
例
で
あ
る
。
鈴
鬼
面
は
、
胎
蔵
寺
の
鈴
鬼
男
面
（
Ａ
Ｉ

３
）
、
鈴
鬼
女
面
（
Ａ
１
４
）
と
行
人
寺
の
鈴
鬼
男
面
（
Ｌ
１
７
）
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｌ

－
８
）
で
、
こ
の
作
例
も
、
今
回
調
査
し
た
鈴
鬼
二
六
面
中
、
わ
ず
か
四
面
で
あ

り
、
特
異
な
作
例
と
い
え
る
。

　
耳
無
形
は
、
三
一
作
例
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
荒
鬼
面
が
九
作
例
、
鈴
鬼
面
が
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二
二
作
例
で
あ
る
。
荒
鬼
面
は
、
成
仏
寺
（
Ｊ
）
、
神
宮
寺
（
Ｋ
）
、
行
人
寺
（
Ｌ
）

の
東
満
山
の
寺
院
の
所
蔵
す
る
三
面
セ
ッ
ト
の
荒
鬼
面
で
あ
り
、
西
満
山
の
寺
院

の
所
蔵
す
る
荒
鬼
面
で
は
、
こ
の
作
例
を
み
な
い
。

　
　
　
　
③
　
角
　
　
部

　
角
部
の
形
態
は
、
二
本
角
形
・
一
本
角
形
・
二
又
角
形
・
無
角
形
・
不
明
、
の
五

類
に
分
け
た
。

　
二
本
角
形
は
、
七
作
例
で
あ
り
、
こ
の
面
を
所
蔵
す
る
寺
院
は
、
行
人
寺
（
Ｌ
）
、

両
子
寺
（
Ｍ
）
、
瑠
瑞
光
寺
（
Ｋ
）
で
、
す
べ
て
東
満
山
の
寺
院
で
あ
る
。

　
一
本
角
形
は
、
六
作
例
で
あ
り
、
東
満
山
で
は
、
瑠
瑞
光
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｎ

－
１
）
に
一
作
例
を
み
る
の
み
で
あ
る
。

　
二
又
角
形
は
、
十
作
例
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
正
面
に
む
か
っ
て
二
又
に
分
か
れ

て
い
る
が
、
無
動
寺
の
災
払
鬼
古
面
（
Ｄ
ｊ
３
）
の
み
が
、
正
面
か
ら
み
て
横
に

二
又
が
分
か
れ
て
い
る
。

　
無
角
形
は
、
四
〇
作
例
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
荒
鬼
面
が
十
四
作
例
、
鈴
鬼
面

が
二
六
作
例
で
あ
る
。

　
荒
鬼
面
を
所
蔵
す
る
寺
院
の
う
ち
、
荒
鬼
面
の
セ
ッ
ト
全
部
が
無
角
形
で
あ
る

の
は
、
長
安
寺
（
Ｂ
）
、
天
念
寺
（
Ｃ
）
、
成
仏
寺
（
Ｊ
）
の
三
寺
で
あ
る
。

　
鈴
鬼
は
、
形
態
上
、
当
然
角
を
有
し
な
い
の
で
、
今
回
調
査
し
た
二
六
面
全
部

が
無
角
形
で
あ
る
。

㈲
　
ロ

部

　
口
部
の
形
態
は
、
阿
形
・
吽
形
・
不
明
の
三
類
に
分
け
た
。

　
阿
形
は
、
四
〇
作
例
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
荒
鬼
面
が
二
〇
作
例
、
鈴
鬼
面
が

二
〇
作
例
で
あ
る
。

　
吽
形
は
、
二
八
作
例
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
荒
鬼
面
が
二
三
作
例
、
鈴
鬼
面
が

六
作
例
で
あ
る
。

　
鈴
鬼
面
は
、
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
男
面
、
女
面
が
阿
形
と
陣
形
に
分
か
れ
る

形
状
は
な
く
、
す
べ
て
、
両
面
と
も
阿
形
か
陣
形
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

岩
戸
寺
の
鈴
鬼
男
面
（
Ｈ
－
３
）
、
文
殊
仙
寺
の
鈴
鬼
男
面
（
Ｉ
－
４
）
、
神
宮
寺

の
鈴
鬼
男
面
（
Ｋ
－
４
）
は
、
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
形
の
口
を
し
て
お
り
、
特
異
な
作
例
と

い
え
る
。

⑤
　
牙

部

　
牙
部
の
形
態
は
、
上
下
牙
出
形
・
上
牙
出
形
・
下
牙
出
形
・
牙
ナ
シ
形
・
不
明

の
六
類
に
分
け
た
。

　
上
下
牙
出
形
は
、
十
四
作
例
あ
り
、
す
べ
て
荒
鬼
面
で
あ
る
。
荒
鬼
面
の
セ
ッ

ト
が
、
こ
の
形
状
を
有
す
る
寺
院
は
、
胎
蔵
寺
（
Ａ
）
、
長
安
寺
（
Ｂ
）
、
天
意
寺

　
（
Ｃ
）
、
で
あ
り
、
す
べ
て
西
満
山
の
寺
院
で
あ
る
。

　
上
牙
出
形
は
、
十
作
例
あ
り
、
す
べ
て
荒
鬼
面
で
あ
る
。

　
下
牙
出
形
は
、
九
作
例
あ
り
、
す
べ
て
荒
鬼
面
で
あ
る
。

　
牙
ナ
シ
形
は
、
三
三
作
例
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
、
荒
鬼
面
が
七
作
例
、
鈴
鬼
面

が
二
六
作
例
で
あ
る
。
荒
鬼
面
の
う
ち
、
長
安
寺
の
荒
鬼
古
面
（
Ｂ
－
３
）
の
一

作
例
の
み
が
、
西
満
山
で
の
牙
ナ
シ
形
で
あ
る
。

　
　
　
　
⑥
　
墨
　
　
銘

　
今
回
調
査
し
た
七
〇
面
の
う
ち
、
墨
銘
を
有
し
て
い
る
の
は
ニ
ハ
面
で
あ
る
。

　
大
別
す
れ
ば
、
作
者
銘
を
書
い
た
も
の
、
年
代
銘
を
書
い
た
も
の
、
発
願
主
や

発
起
人
な
ど
を
書
い
た
も
の
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
作
者
銘
を
記
銘
し
て
い
る
面
は
十
七
面
あ
り
、
長
安
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｂ
Ｉ
Ｉ
）
、

荒
鬼
面
（
Ｂ
－
２
）
、
鈴
鬼
男
面
（
Ｂ
１
４
）
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｂ
１
５
）
の
「
法
橋

板
井
春
哉
」
と
、
弥
勒
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｆ
－
１
）
、
荒
鬼
面
（
Ｆ
１
２
）
、
陽
子
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寺
の
荒
鬼
面
（
Ｍ
１
５
）
の
「
板
井
国
光
」
あ
る
い
は
「
法
橋
国
光
」
の
七
面
に

　
『
板
井
』
と
い
う
苗
字
を
み
る
。
こ
の
板
井
家
は
、
代
々
石
工
の
系
統
の
よ
う
で

あ
り
、
国
東
半
島
の
石
像
や
、
仏
像
な
ど
に
も
、
板
井
の
作
者
銘
を
有
す
る
も
の

が
あ
り
、
国
東
半
島
の
仮
面
制
作
に
一
つ
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が

今
回
は
詳
し
く
調
査
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
他
、
作
者
銘
に
姓
名
を
も
つ
の
は
、

応
暦
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｅ
ド
ー
）
の
「
藤
原
朝
臣
土
谷
多
左
衛
門
貢
久
」
で
あ
り
、

千
灯
寺
の
鈴
鬼
男
面
（
Ｇ
ｊ
３
）
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｇ
１
４
）
の
「
宗
明
」
、
両
子
寺

の
荒
鬼
面
（
Ｍ
１
２
）
の
「
盛
重
」
、
鈴
鬼
男
面
（
Ｍ
１
７
）
の
「
隆
円
」
、
瑠
瑞

光
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｎ
－
３
）
の
コ
順
清
」
の
五
面
は
名
前
の
み
の
記
銘
で
あ
る
。

あ
と
の
四
面
は
、
天
念
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｃ
Ｉ
Ｉ
、
２
）
と
鈴
鬼
面
（
Ｃ
１
３
・
４
）

で
あ
り
、
昭
和
三
〇
年
の
制
作
で
「
彫
刻
者
・
山
口
完
治
郎
」
の
記
銘
が
あ
る
。

天
念
寺
総
代
の
話
で
は
、
山
口
完
治
郎
氏
は
京
都
の
仏
師
で
あ
る
と
い
う
。

　
年
代
銘
を
記
銘
し
て
い
る
面
は
十
八
面
あ
り
、
年
代
の
最
も
古
い
も
の
は
、
千

灯
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｇ
Ｉ
土
、
荒
鬼
面
（
Ｇ
１
２
）
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｇ
１
４
）
の

　
「
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
」
の
銘
で
あ
り
、
最
も
新
ら
し
い
も
の
は
、
弥
勒
寺

の
災
払
鬼
面
（
Ｆ
Ｉ
Ｉ
）
、
尚
子
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｍ
－
５
）
の
「
天
保
二
年
（
一
八

三
一
）
の
銘
で
あ
り
（
天
念
寺
の
昭
和
三
十
年
銘
は
除
く
）
、
い
ず
れ
も
江
戸
期
の

銘
を
も
つ
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

　
発
願
主
、
発
起
人
の
は
っ
き
り
し
て
い
る
銘
を
も
つ
面
は
十
面
で
あ
り
、
胎
蔵

寺
の
災
払
鬼
面
（
Ａ
－
１
）
の
「
山
香
町
野
原
仁
之
世
喜
左
衛
門
」
、
長
安
寺
の
災

払
鬼
面
（
Ｂ
Ｉ
Ｉ
）
の
「
寺
田
大
十
・
本
田
三
之
返
」
、
荒
鬼
面
（
Ｂ
１
２
）
の
「
発

起
人
寺
田
大
十
・
願
主
藤
本
徳
次
郎
」
、
鈴
鬼
男
面
（
Ｂ
－
４
）
の
「
発
起
人
寺
田

大
十
」
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｂ
１
５
）
の
「
発
起
人
寺
田
大
十
」
、
天
念
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｃ

Ｉ
Ｉ
・
２
）
、
鈴
鬼
面
（
Ｃ
１
３
・
４
）
の
「
寄
進
者
土
谷
国
雄
、
同
ヤ
ョ
イ
、
発

起
人
明
石
明
男
、
井
ノ
ロ
勝
二
郎
、
世
話
人
佐
藤
清
高
、
猪
ノ
ロ
勝
馬
」
、
瑠
瑞
光

寺
の
鈴
鬼
男
面
（
Ｎ
１
６
）
の
「
又
三
郎
他
慈
門
院
」
、
鈴
鬼
女
面
（
Ｎ
１
７
）
の

矢
野
久
太
郎
他
慈
門
院
」
、
千
灯
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｇ
１
１
）
の
「
大
願
主
下
払
坊
」
、

鈴
鬼
男
面
（
Ｇ
１
３
）
の
「
大
願
主
下
彿
坊
心
盛
」
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　
　
閉
　
測
定
値

　
鬼
会
面
の
測
定
値
は
、
最
大
面
長
・
最
大
鹿
幅
・
最
大
海
高
・
最
大
彫
厚
・
重

量
の
五
類
に
分
け
、
測
定
し
た
（
単
位
は
、
セ
ン
チ
・
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
。

　
測
定
名
称
は
、
筆
者
が
試
み
と
し
て
仮
に
名
づ
け
た
も
の
で
、
別
に
定
型
で
は

な
い
・
又
測
定
方
法
は
、
挿
図
２
の
要
領
で
行
な
っ
た
。

挿図２　鬼会面の測定図

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
最
大
面
長
は
、
荒
鬼
面
の
平
均
が
二
五
・
六
五
ｍ
で
あ
り
、

個
別
的
に
み
る
と
、
胎
蔵
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ａ
ｊ
ｌ
）
の
四
〇
・
五
ｍ
が
一
番
長

く
、
角
の
長
さ
の
三
二
ｍ
を
加
え
る
と
、
実
に
七
二
・
五
ｍ
の
面
長
を
も
つ
大
圏

と
な
る
。
又
、
一
番
短
か
い
圏
は
、
行
人
寺
の
鎮
鬼
古
面
（
Ｌ
１
６
）
の
十
六
・

五
ｍ
で
あ
り
、
胎
蔵
寺
の
災
払
鬼
面
の
約
半
分
で
あ
る
。
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鈴
鬼
面
の
平
均
は
二
〇
・
五
三
ｍ
で
あ
り
、
個
別
的
に
み
る
と
、
長
安
寺
の
鈴

鬼
男
面
（
Ｂ
－
４
）
が
二
三
・
五
ｍ
と
一
番
長
く
、
神
宮
寺
の
鈴
鬼
女
面
（
Ｋ
Ｉ

５
）
の
十
七
・
三
ｍ
が
一
番
短
か
い
。

　
最
大
面
桶
は
、
荒
鬼
面
の
平
均
が
二
二
・
八
六
ｍ
で
あ
り
、
個
別
的
に
み
る
と
、

瑠
瑞
光
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｎ
－
２
）
の
三
二
・
五
ｍ
が
一
番
面
幅
が
大
き
く
、
行
人

寺
の
鎮
鬼
古
面
（
Ｌ
－
６
）
の
十
三
・
七
ｍ
が
一
番
小
さ
い
。

　
鈴
鬼
面
は
、
平
均
が
十
四
・
三
〇
ｍ
で
あ
り
、
個
別
的
で
は
、
天
念
寺
の
鈴
鬼

女
面
（
Ｃ
－
４
）
の
十
七
・
四
ｍ
が
一
番
大
き
く
、
弥
勒
寺
の
鈴
鬼
男
面
（
Ｆ
－

３
）
の
十
一
・
一
ｍ
が
一
番
小
さ
い
。

　
最
人
面
高
は
、
荒
鬼
面
の
平
均
が
十
四
・
一
四
ｍ
で
あ
り
、
個
別
的
に
は
、
胎

蔵
寺
の
荒
鬼
面
（
Ａ
－
２
）
の
二
〇
・
五
ｍ
が
一
番
高
く
、
行
人
寺
の
荒
鬼
古
面

　
（
Ｌ
１
５
）
の
ハ
・
一
ｍ
が
一
番
低
く
、
最
高
と
最
低
の
間
に
か
な
り
の
差
を
生

じ
て
い
る
。

　
鈴
鬼
面
は
、
平
均
が
ハ
・
○
四
ｍ
で
あ
り
、
個
別
的
に
は
、
長
安
寺
の
鈴
鬼
男

面
（
Ｂ
－
４
）
の
十
・
二
ｍ
が
一
番
高
く
、
弥
勒
寺
の
鈴
鬼
女
面
（
Ｆ
－
４
）
の

四
・
六
ｍ
が
一
番
低
い
。
荒
鬼
面
と
同
様
に
、
鈴
鬼
面
も
面
高
に
お
い
て
は
、
最

高
と
最
低
の
間
に
か
な
り
の
差
が
生
じ
て
い
る
。

　
最
大
彫
厚
は
、
荒
鬼
面
の
平
均
が
二
・
二
ｍ
で
あ
り
、
個
別
的
に
は
、
一
番
彫

り
の
厚
い
面
は
行
人
寺
の
鎮
鬼
面
（
Ｌ
－
３
）
の
三
・
七
ｍ
で
、
一
番
薄
い
の
は

応
暦
寺
の
荒
鬼
面
（
Ｅ
－
２
）
、
行
人
寺
の
荒
鬼
古
面
（
Ｌ
１
５
）
の
〇
・
五
ｍ
で

あ
る
。

　
鈴
鬼
面
の
平
均
は
、
一
・
三
五
ｍ
で
あ
り
、
個
別
的
に
は
、
一
番
厚
い
の
は
成

仏
寺
の
鈴
鬼
女
面
了
１
５
）
で
あ
り
、
一
番
薄
い
の
は
弥
勒
寺
の
鈴
鬼
女
面
（
Ｆ

－
ｊ
八
周
子
寺
の
鈴
鬼
女
面
＾
Ｍ
－
脂
つ
の
○
゜
五
ｍ
で
あ
る
・

　
彫
厚
に
関
し
て
は
、
荒
鬼
面
・
鈴
鬼
面
と
も
に
、
あ
ま
り
差
が
な
い
。

　
重
量
は
、
荒
鬼
面
の
平
均
が
Ｉ
・
三
〇
㎏
で
あ
り
、
個
別
的
に
は
、
胎
蔵
寺
の

荒
鬼
面
（
Ａ
－
２
）
の
三
・
二
㎏
が
一
番
重
く
、
行
人
寺
の
災
払
古
面
（
Ｌ
－
４
）

の
〇
・
二
㎏
が
一
番
軽
い
。
こ
の
軽
重
は
、
荒
鬼
面
の
場
合
、
か
な
り
大
き
な
差

が
生
じ
て
い
る
。

　
鈴
鬼
面
は
、
平
均
が
〇
・
三
一
㎏
で
あ
り
、
個
別
的
に
は
、
長
安
寺
の
鈴
鬼
男

面
（
Ｂ
１
４
）
、
成
仏
寺
の
鈴
鬼
男
面
（
Ｊ
－
４
）
、
女
面
（
Ｊ
－
５
）
、
瑠
瑞
光
寺

の
鈴
鬼
男
面
（
Ｎ
－
６
）
、
女
面
（
Ｎ
－
７
）
の
五
面
が
〇
・
五
㎏
で
一
番
重
く
、

応
暦
寺
の
鈴
鬼
女
面
（
Ｅ
－
４
）
、
弥
勒
寺
の
鈴
鬼
女
面
（
Ｆ
－
４
）
の
二
面
が
○
・

一
㎏
で
一
番
軽
い
。

　
鈴
鬼
面
の
場
合
、
重
量
の
差
は
あ
ま
り
生
じ
て
い
な
い
。

む
す
び

　
以
上
、
国
東
半
島
に
散
在
す
る
仮
面
の
う
ち
か
ら
「
鬼
会
面
」
の
形
態
に
よ
る

分
類
を
中
心
に
考
察
を
試
み
た
が
、
仮
面
に
関
す
る
研
究
は
、
京
都
・
奈
良
の
伎

楽
面
、
舞
楽
面
、
あ
る
い
は
能
面
な
ど
に
、
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
り
、

地
方
の
仮
面
に
つ
い
て
は
、
全
く
未
開
の
分
野
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
は
、

序
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
国
東
半
島
の
仮
面
の
研
究
は
、
ま
だ
端
緒
に
つ
い
た
ば

か
り
で
あ
る
。

　
本
稿
を
そ
の
始
め
と
し
て
、
今
後
更
に
深
く
様
々
な
局
面
か
ら
、
こ
れ
ら
の
国

東
半
島
の
仮
面
の
研
究
を
す
す
め
て
行
く
つ
も
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
今
回
の

調
査
で
到
達
し
た
幾
つ
か
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

　
ま
ず
、
鬼
会
面
の
う
ち
の
荒
鬼
面
の
、
災
払
鬼
面
・
荒
鬼
面
・
鎮
鬼
面
は
固
有

の
定
型
を
も
た
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
牙
部
を
と
り
あ
げ
る
と
、
胎
蔵
寺
・

長
安
寺
゜
天
念
寺
の
所
蔵
す
る
荒
鬼
面
＾
Ａ
－
Ｉ
°
２
ヽ
Ｂ
し
掴
Ｊ
）
２
ヽ
Ｃ
‐
‐
‐

２
）
は
、
と
も
に
上
下
牙
出
形
で
あ
り
、
無
動
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｄ
Ｉ
Ｉ
）
は
上

牙
出
形
、
弥
勒
寺
の
災
払
鬼
面
（
Ｆ
－
Ｉ
）
は
下
牙
出
形
、
成
仏
寺
・
岩
戸
寺
の

災
払
鬼
面
（
ｌ
ｌ
ｌ
。
Ｊ
１
１
）
は
牙
ナ
シ
形
な
ど
、
機
械
的
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
他
の
各
部
も
、
ほ
ぽ
同
様
の
結
果
で
あ
り
、
荒
鬼
面
に
関
し
て
は
、

各
寺
院
が
よ
ぶ
呼
称
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
荒
鬼
面
を

三
面
あ
る
い
は
二
面
に
分
け
ず
に
総
合
し
て
考
え
れ
ば
、
相
似
す
る
幾
つ
か
の
型
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が
あ
り
、
こ
れ
を
分
け
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
又
、
荒
鬼
面
、
鈴
鬼
面
は
、
今
回
は
Ｉ
諸
に
し
て
分
類
し
て
み
た
が
、
こ
の
二

面
は
、
形
態
・
使
用
方
法
な
ど
全
く
異
な
る
の
で
、
二
つ
に
分
け
て
考
察
す
る
の

が
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
更
に
、
本
稿
で
は
触
れ
得
な
か
っ
た
が
、
鬼
会
商
は
、
荒
鬼
面
・
鈴
鬼
面
と
も

に
彩
色
さ
れ
て
お
り
、
地
域
に
よ
り
彩
色
の
方
法
が
異
な
る
の
で
、
こ
の
彩
色
に
関

し
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

註　
＊
本
稿
は
、
別
府
大
学
付
属
博
物
館
の
昭
和
五
十
四
年
度
研
究
活
動
「
国
東
半
島
の
仮
面
」
研

究
分
担
者
と
し
て
分
担
し
た
分
野
に
関
す
る
中
間
報
告
的
な
私
見
で
あ
る
。

　
（
１
）
六
郷
と
は
、
国
東
郡
の
六
つ
の
郷
、
来
縄
（
く
な
わ
）
、
田
染
（
だ
し
ぶ
）
、
安
岐
、
武
蔵
、

国
東
、
伊
美
の
各
郷
を
指
す
も
の
で
、
こ
の
六
郷
の
中
に
分
布
さ
れ
た
寺
院
個
々
を
六
郷
山
と
称

し
、
そ
れ
ら
の
寺
院
を
総
称
し
て
六
郷
満
山
と
呼
ぶ
。

　
（
２
）
大
分
県
教
育
委
員
会
『
国
東
半
島
の
修
正
鬼
会
』
（
昭
和
五
十
二
年
刊
）
を
参
考
に
し
た
。

　
（
３
）
大
嶽
順
公
『
国
東
文
化
と
石
仏
』
（
木
耳
社
、
昭
和
四
十
五
年
刊
）
6
4
頁

　
（
４
）
今
回
の
調
査
で
の
筆
者
の
聞
き
書
き
に
よ
る
と
、
胎
蔵
寺
は
明
治
三
十
二
年
頃
、
弥
勒
寺

は
大
正
年
間
、
瑠
瑞
光
寺
は
昭
和
五
年
頃
、
長
安
寺
は
昭
和
十
年
前
後
頃
、
千
灯
寺
は
昭
和
十
年

頃
、
無
動
寺
は
昭
和
二
十
年
頃
、
行
人
寺
は
昭
和
二
十
六
年
頃
ま
で
鬼
会
行
事
を
行
な
っ
て
い
た

と
の
事
で
あ
る
。
又
、
文
殊
仙
寺
は
中
止
し
て
か
ら
百
年
以
上
に
な
る
と
の
事
で
あ
る
。

　
（
５
）
三
寺
と
も
に
、
昭
和
五
十
二
年
に
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
（
６
）
成
仏
寺
の
場
合
、
役
付
は
、
ト
シ
ノ
カ
ン
ジ
ョ
ウ
（
一
名
）
〔
行
事
の
檀
家
側
の
総
責
任
者
〕
、

給
仕
人
（
二
名
）
〔
盃
の
儀
の
時
に
僧
侶
や
テ
イ
レ
シ
に
給
仕
す
る
役
〕
、
囃
子
方
言
名
）
〔
笛
・

太
鼓
・
鉦
を
行
事
の
最
中
に
奏
楽
す
る
〕
、
テ
イ
レ
シ
（
八
名
）
〔
大
松
明
を
献
納
し
、
そ
れ
を
担

ぐ
若
い
衆
〕
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
７
）
大
松
明
は
、
行
事
を
行
な
う
寺
院
の
坊
数
だ
け
準
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
成
仏
寺

の
場
合
は
四
本
で
あ
る
。

　
（
８
）
豊
後
高
田
市
編
集
委
員
会
『
豊
後
高
田
市
明
治
百
年
』
（
昭
和
四
十
三
年
）
ｍ
頁

　
（
９
）
名
著
刊
行
会
『
日
本
寺
社
大
観
（
寺
院
篇
）
』
（
昭
和
四
十
五
年
）
8
6
4
頁

（
1
0
）
前
註
⑧
の
7
0
5
頁

［
‥
‥
‥
］
）
真
玉
町
誌
刊
行
会
『
真
玉
町
誌
』
（
昭
和
五
十
三
年
）
3
8
7
頁

（
1
2
）
前
註
⑩
の
3
8
8
頁

（
1
3
）
前
註
⑩
の
3
9
5
頁

（
1
4
）
全
日
本
仏
教
寺
院
刊
行
会
『
全
国
寺
院
名
鑑
』
（
昭
和
五
十
年
）
コ
頁

（
1
5
）
前
註
⑩
の
2
2
3
頁

（
1
6
）
国
東
町
史
刊
行
会
『
国
東
町
史
』
（
昭
和
四
十
八
年
）
2
4
5
頁

（
1
7
）
前
註
⑩
の
2
5
0
頁

（
1
8
）
前
註
⑩
の
2
5
3
頁

（
1
9
）
前
註
⑩
の
2
5
4
頁

（
2
0
）
安
岐
町
史
刊
行
会
『
安
岐
町
史
』
（
昭
和
四
十
二
年
）
9
5
3
頁

（
2
1
）
前
註
⑩
の
9
5
2
頁

（
2
2
）
筆
者
が
、
試
み
と
し
て
仮
に
分
類
し
た
も
の
で
定
型
で
は
な
い
。
以
下
、
耳
部
、
角
部
、

口
部
、
牙
部
も
同
様
で
あ
る
。

　
眼
の
刳
り
貫
き
の
形
に
よ
っ
て
分
類
し
た
の
で
、
例
え
ば
、
眼
の
形
は
丸
形
に
な
っ
て
い
て
も
、

刳
り
貫
い
て
な
い
場
合
は
丸
形
に
し
な
か
っ
た
。

　
（
2
3
）
こ
の
面
は
、
本
来
は
瑠
瑞
光
寺
の
鬼
会
面
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
住
職
か
ら
の
聞
き
書

き
で
は
、
地
蔵
院
所
有
の
面
で
あ
っ
た
と
云
わ
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
（
2
4
）
紐
結
形
は
、
耳
に
二
つ
の
穴
を
あ
け
、
面
に
紐
で
結
び
つ
け
簡
単
に
取
り
外
し
の
出
来
る

も
の
を
指
す
。
貼
付
形
は
、
木
釘
で
固
定
す
る
か
、
現
在
は
、
紐
で
結
ん
で
い
る
が
木
釘
の
打
ち

込
み
跡
の
分
か
る
も
の
を
指
す
。
不
明
は
、
破
損
が
ひ
ど
く
判
別
出
来
な
い
面
で
あ
る
。

　
（
2
5
）
不
明
は
、
頭
部
に
角
の
さ
し
こ
み
跡
が
あ
る
が
、
角
を
紛
失
し
た
面
で
あ
る
。

　
（
2
6
）
不
明
は
、
破
損
が
ひ
ど
く
下
顎
部
を
紛
失
し
て
阿
形
・
吽
形
の
判
別
の
出
来
な
い
面
で
あ

る
。
　
（
2
7
）
不
明
は
、
破
損
が
ひ
ど
く
下
顎
部
を
紛
失
し
た
面
と
、
口
の
ま
わ
り
が
虫
食
い
の
た
め
牙

の
判
別
の
出
来
な
い
面
で
あ
る
。
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表二　形態による分類と銘、測定値表

形　態　に　よ　る　分　類 墨　　　　　　銘 測　　定　　値

＼
(眼部)

杏丸そ

仁　の

形形他

　(耳部)

紐貼彫ナ不

結込込

形形形シ明

　(角部)

二一二角不

本本又ナ

角角角シ明

(口郡)

阿吽不

形形明

　(牙部)

上上下牙不

ﾄﾞ・ナ

出出出シ明

作　　　　　年　　そ

　　　　　　　　　　　の

者　　　　　代　　他

最最最最重
大大大大
面面面彫長幅高厚量

　Ａ－１

　　　　２

　　　　３

　　　　４

　Ｂ－１

　　　　２

　　　　３

　　　　４

　　　　５

　Ｃ－１

　　　　２

　　　　３

　　　　４

　Ｄ－１

　　　　２

　　　　３

　Ｅ－１

　　　　２

　　　　３

　　　　４

　Ｆ一一１

　　　　２

　　　　３

　　　　４

　Ｇ－１

　　　　２

　　　　３

　　　　４

Ｈ－Ｉ

　　　　２

　　　　３

　　　　４

　１－１

　　　２

　　　３

　　　４

　　　５

　Ｊ－１

　　　２

　　　３

　　　４

　　　５

Ｋ－１

　　　２

　　　３

　　　４

　　　５

Ｌ－１

　　　２

　　　３

　　　４

　　　５

　　　６

　　　７

　　　８

Ｍ－Ｉ

　　　２

　　　３

　　　４

　　　５

　　　６

　　　７

　　　８

Ｎ－１

　　　２

　　　３

　　　４

　　　５

　　　６

　　　７

　　○

　　○
　　Ｏ

　　Ｏ

　　○
　　Ｏ

　　Ｏ

　　○

　　Ｏ

　　○
　　Ｏ

　　○
　　Ｏ

　　○

　　Ｏ

　　Ｏ

　　○
　　Ｏ

　　Ｏ

○

　　○

　　○
　　Ｏ

　　Ｏ

　　Ｏ
　　Ｏ

○
○

　　Ｏ

　　　Ｏ

○
Ｏ

　　○

　　○

　　　○

　　○

　　○
　　○

　　○

　　○

　　Ｏ

　　Ｏ

　　○
　　Ｏ

　　Ｏ

Ｏ

Ｏ
　　Ｏ

　　Ｏ

　　○

　　○

　　Ｏ
　　Ｏ

　　○

　　Ｏ

　　○

　　○

　　○

　　○
　　○

　　○

○

○

　　○
　　○

　　○

○

○
Ｏ

Ｏ

　Ｏ

　○

　　　　○
　　　　Ｏ
　　Ｏ

　　Ｏ

　○
　　　　　Ｏ

　　　　　Ｏ

　　Ｏ

　　○

　　　　　○

　　　　　○
　○

　Ｏ

　Ｏ

　　　　　　○

　　　　　　○

　　　　　○
　　　　　○

○

○

　　　　　○
　　　　　○

○

Ｏ
　　　　　Ｏ

　　　　　Ｏ

Ｏ

Ｏ

　　　　　Ｏ

　　　　　○
Ｏ

Ｏ

Ｏ

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○
　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○
　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○
　　　　　　Ｏ

　　　　　　Ｏ

　　　　　　Ｏ
　　　Ｏ

　　　○

○

○

○
　　　Ｏ

　　　　　　Ｏ

Ｏ

　　　　　Ｏ

　　　　　Ｏ
　　Ｏ

　　Ｏ

　　○

○

○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　○

　　○

　　　　　Ｏ

　　　　　Ｏ

　　　　　○

　　　　　Ｏ

　　　　　　　○

　　　　　Ｏ

　　　　　Ｏ

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　　　○

　　　　　　　Ｏ

　　　　Ｏ

　　○

　　　　　○

　　　　　　　○

　　　　　○

　　○

　　　　○

　　　　　○

　　　　　Ｏ

　　　　Ｏ

　　Ｏ

　　　　　Ｏ

　　　　　Ｏ

　　　　Ｏ

　　　　　Ｏ

　　　　　Ｏ

　　　　　○

　　　　　　　Ｏ

　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　Ｏ

　　　○

　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

Ｏ

Ｏ

　　　　　○

　　　　　　　○

　　　　　　　○

　　　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　○

　　　○

　　　○

○

○

　　　　　○

　　　　　Ｏ

　　　　　Ｏ

　　Ｏ

○

　　　　　Ｏ

○

○

　　　　　○

　　　　　Ｏ

Ｏ
　　○
○

○
　　Ｏ
　　○
　　○
　　○
　　○
○
○
○
○
○
○
○
　　　○
○
○
○
○
　　○
○
○
○
　　○
○
○
　　○
　　○

○Ｏ

○
　　○

　　○
Ｏ
Ｏ
○
○

○
Ｏ
Ｏ
　　Ｏ
○
　　○
　　○
　　○
○
○

　　○
　　Ｏ
　　Ｏ
○
○
○
　　　○
　　○
　　○
○
　　○
○
○
○
　　○
○
　　○
　　○
　　○
　　○
　　○

　○

　Ｏ

　　　　　○

　　　　　○

　○

　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　Ｏ

　Ｏ

　○

　　　　　Ｏ

　　　　　Ｏ

　　Ｏ

　○

　　○

　　　　　　　○

　　Ｏ

　　　　　Ｏ

　　　　　○

　　　○

　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　○

　　　　　　　Ｏ

　　　　　○

　　　　　○

　　　○

　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

○

　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　○

　　　　　○

Ｏ

　　　　　Ｏ

　　　　　Ｏ

Ｏ

○

　　○

　　　　　○

　　　○

　　　　　　　○

　　　　　○

　　　　　○

　　　　　　　○

Ｏ

　　　Ｏ

　　Ｏ

　　　○

○

　　　　　○

　　　　　○

　　○

○

　　○

　　　○

　　　○

　　　　　○

　　　　　Ｏ

　　　　　　　享保7（1723）○

板井春哉　　　　　　　　○

板井春哉　　　　　　　　Ｏ

板井春哉　　　　　　　　○

板井春哉　　　　　　　　○

山口完治郎　昭和30（1955）○

山口完次郎　昭和30（1955）○

山口完治郎　昭和30（1955）○
山口完治郎　昭和30（1955）○

土谷貢久　　延宝7（1679）

法橋国光　　天保2（183D

板井国光　　文化11（1814）

　　　　　　　慶長15（1610）○

　　　　　　　慶長15（1610）○
宗　　明　　　　　　　　○

宗　　明　　慶長15（1610）○

　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　○
　　　　　　　　　　　　　○

盛　　重　　元禄8（1695）○

法橋国光　　天保2（1831）

隆　　圓　　明和7（1770）○
　　　　　　　明和7（1770）○

順　　清　　元禄8（1695）○

　　　　　　　元禄8（1695）○
　　　　　　　元禄8（1695）○

40､5
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図１　長安寺　災払鬼面（Ｂ-一一１）

咄　正　洵

図２ 無動寺　荒鬼古面（Ｄ－３）

ぐa）正　而

図３　千灯寺　荒鬼面（Ｇ-一一２）

圓　11｛　IM

　　　　　　　Ａ

　　　　　　ｙ　　　ムサ

♂-　　　　　　♂♂　　ン

　認　　　　　　　、

　　　　　　s.、　’゛N

　　　　　￥　　　♂　ゝW

　　　　　　　　　　　　　鳥4

　　　　　　-
娠ｙ

　　　　ぐb）側　面

（♭）側　面

ｙ
　
　
　
　
ｌ

　
　
　
　
　
　
ｊ

　
　
　
　
　
　
函
　
７

(C111?　樹

(cl　ily　面

lc）昔　崩



図４　文珠仙寺　荒鬼面（I一一２）

（a）||｛　面

図５　岩戸寺　鎮鬼面（Ｈ－２）

咄　||｛　面

図６　両子寺　荒鬼面（M･‥-3）

咄　||ﾓ　lfl l

㈲　側　面

（b）側　面

（h）側　而

　　58

ぐ(n

㈲　背　面

朗　背　面

背　向



図７　両子寺 荒鬼面（Ｍ－５）

〔a〕正　‾|rli

図８　長安寺 鈴鬼男面（Ｂ-一一 ４）

圓　11｛　面

図９　干灯寺　鈴鬼男面（Ｇ－３）

（a）正　面

（b）ｲ|｛|｝面

（b）側　面

(bl　側　面

　　　　59

lc）il?　白

㈲　背　朗

背　白



図10　岩戸寺　鈴鬼男面（Ｈ‥３）

回　背　ぼ|㈲　削　111i帥.）ぷ．面

図11　両子寺　鈴鬼女面（Ｍ一一Ｄ

㈲　背　百叫１ｊぐ圓　正　面

図12　黒　　銘

（c）瑠璃光､lj　鈴鬼女面（Ｎ－７）卯　両予寺　荒鬼Wlj（M－5）

　　　　　　60

（a）弥効､’」1　荒鬼面（Ｆ－２）
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